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基本方針  

 

■国は、人生１００年時代を見据え、誰もが活躍できる「一億総活躍社会の実

現」に向け、「働き方改革」「人づくり革命」「生産性革命」等をすすめる

ことにより、全世帯型社会保障の基盤強化に力を入れています。 

■現代は個人重視、単身世帯の増加、考え方や価値観も多様化する一方で、人

口の自然減少や２０２５年以降の現役世代の急減、仕事と地域活動の両立等、

生活課題の解決に向けた住民参加による包括的な総合相談支援体制づくりも

併せて進められています。 

■地域住民の参加と、これまでも様々な形で取り組まれている人たちによる連

携が、これまで以上に一層重要となります。しかし、ボランティアや民生委

員・児童委員等、地域において支え合いを進めるための活動者の減少や不足

についても深刻な問題です。 

■広島市では、地域共生社会の実現に向け「子ども・高齢者・障がい者など全

ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合うことができる」地

域づくりを基に広島型・福祉ビジョンを掲げられ、それらの土台づくりとし

て、それぞれの課題に応じた「場づくり」「人づくり」への積極的な参加が

期待されています。 

■２０１５年（平成２７年）の介護保険の改正では「生活支援体制整備事業」

ができ、日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加促進を一

体的に図ることを目的に、協議体の設置や生活支援コーディネーター配置が

定められました。安佐南区社会福祉協議会においても、生きがいをもって取

り組まれている高齢者の社会参加をすすめながら、他分野とも連携した体制

づくりとして、第１層安佐南区協議体を設置します。 

 

 

■主な重点事業 

 ・安佐南区社協地域福祉推進第7次3か年計画（平成30年～平成32年）の策 

  定 

・地域活動者やボランティア活動等の担い手の拡大（担い手づくり） 

・第 1 層安佐南区協議体の開催 

・子どもの育ちの支援 

・財源の強化 

 

 

 

 



 

重点事業項目(分野別) 

 

１．地域福祉推進計画 

   平成２９年度は、地域福祉部会委員会・ボランティアセンター運営委員

会において、「安佐南区社協地域福祉推進第７次３か年計画」（平成３０年

度から平成３２年度）の策定作業を行ってきましたが、平成３０年度は全

く作業が進んでいません。改めて、今年度は策定を進めていきます。 

 

   

２．たすけあいのまちをつくろう 

（１）小地域福祉活動の活性化 

  ①新・福祉のまちづくり総合推進事業の拡充 

学（地）区社協が主体となる「新・福祉のまちづくり総合推進事業」の 3

事業（「ふれあい・いきいきサロン設置推進事業」、「近隣ミニネットワーク

づくり推進事業」、「地区ボランティアバンク活動推進事業」）の推進に引き

続き取り組みます。「近隣ミニネットワークづくり推進事業」については、

「高齢者地域支え合い事業」と分けて考えず、これから増える高齢者の見守

りの対策として推進していきます。 

 

  ②学（地）区社協活動拠点づくりの推進 

   学（地）区社協の拠点は、地域の中での話し合いの場、通いの場、情報 

共有の場になっています。拠点の必要性や持続した運営の推進に努めます。 

 

  ③福祉のまちづくりプラン策定支援事業の推進 

   それぞれの学（地）区社協での、課題や必要とされる取り組みを、住民 

自らが話し合うことで、行動につながるきっかけとして、プランの策定を 

働きかけていきます。また、平成 27 年に改正された介護保険でも、高齢 

者の生きがいとなっている取り組み、課題等を共有できる場が求められて 

います。 

 

④地域福祉活動の担い手の育成・拡大（担い手づくり） 

「担い手」不足は、学（地）区社協、町内会や自治会、ボランティアグ 

ループ等の地域活動を進めていく団体共通の課題となっています。福祉教育

を活かし、地域の達人と言われる人や、次世代で活動できる人材の発掘に協

力します。また、「住民主体型生活支援訪問サービス」との連動性を意識し

て推進していきます。 

 

  ⑤地域包括ケアシステムへの参画による、地域住民が主体となった地域づ 

くりの推進 

介護保険の「介護予防・日常生活支援総合事業」、「生活支援体制整備事 

業」をきっかけとした、地域づくりをすすめていきます。安佐南区社会福祉

協議会においても平成 29 年度より生活支援コーディネーターが配置され、



 

更に地域課題の把握や多職種のつながりを深めていきます。第１層安佐南区

協議体の設置や運営、また、「住民主体型生活支援訪問サービス」や「交流

サロン等」の拡充につとめ、「新・福祉のまちづくり総合推進事業」との連

動性を推進していきます。 

 

（２）ボランティア活動の応援 

  ①ボランティア活動の推進 

困りごとに沿ったボランティアの必要性や、子どもから高齢者まで誰も 

が自分でもできることに気づき、いきいきと活動できる場を、各グループと

連携して講座を行い、また、「介護予防・日常生活支援総合事業」の「住民

主体型生活支援訪問サービス」や「地区ボランティアバンク活動推進事業」

等を含め、地域で活動できる人やグループづくり等につながる講座として開

催いたします。 

あわせて、施設（社会福祉法人等）や大学、企業との連携（つなぐ）した

取り組みも進め、区ボランティアセンターを誰もが集える場としても推進し

ていきます。 

 

  ②災害ボランティア活動への参加意識の醸成と体制整備 

平成２６年、平成３０年に発生した豪雨災害での体験を活かし、日常の生

活や活動を通して、日ごろからのつながりの大切さを認識するとともに、安

佐南区内の防災イベント等にも参加・協力し、風化させない取り組みを推進

します。 

 

 

３．一人ひとりの暮らしをささえよう 

（１）日常生活の相談援助機能の強化 

   心配ごと、訪問、貸付、ボランティア等の相談をきっかけに、関係機関

との連携を図りながら生活課題を把握し、課題解決に向けた取り組みを進

めます。 

①安佐南区くらしサポートセンター事業の推進支援 

平成３０年度に「広島市くらしサポートセンター北部サブセンター」か

ら「安佐南区くらしサポートセンター」に変わりました。生活困窮や社会

的孤立を背景とする深刻な生活課題を地域の課題としてとらえ、課題発見

のための訪問や伴走型支援によって、課題解決に向けた地域のネットワー

クや社会資源、つながり等を通した地域づくりを進めます。 

 

②福祉サービス利用援助事業（かけはし）の推進 

 超高齢化社会の中で、認知症や精神障害者の利用者も増えており、これか

らも増加することが予測されます。その中で、判断能力が不十分であっても、

かけはしを利用することで、住み慣れた地域で暮らしていけるしくみづくり

を進めていきます。 

 あわせて、夏頃には安佐南区・安佐北区を対象に「北部サブセンター」に

生まれ変わり、専門員が配置されることになります。 

 



 

（２）当事者の参加と支援 

   当事者も地域づくりの一員、支え手や受け手ではなく、さまざまな活動

を通して、参加でき、居場所や役割が感じられるように進めていきます。 

 

（３）子どもの育ち支援 

地域の中で子どもの健全な発達を応援していくため、子育てサロン・子ど

も食堂・学習支援等の、子どもの居場所づくり取り組む団体への支援や協力

等、地域の実情に応じた取り組みを支援します。 

 

 

４．活動をすすめる体制を強化します 

（１）財源・財政の強化に努めます 

   区社協の自主財源の多くは、町内会世帯を基準とした区社協会費に頼っ

ているのが現状です。区社協の活動を強化するために、賛助会費制度等の

見直しを行います。 

   あわせて、学（地）区社協の財源を補える方法についても検討していき

ます。 

 



 

事業実施計画 

 

１．社会福祉法人の運営 

(1) 区社協法人運営 

   地域福祉推進の中核的役割を担う区社協として、住民主体の地域福祉 

   推進機能が発揮できるよう、必要な会議を開催します。 

 

・役員会         年  5 回 

・評議員会        年  ３回 

・監事会         年  １回 

・正副会長会議       年１２回 

  ・評議員選任・解任委員会   随 時 

 

(2) 部会・委員会の開催 

     区社協事業のより効果的な推進を図るために、必要な委員会を開催し、 

    事業・活動等の方向性などの検討をします。 

    地域福祉部会委員会、ボランティアセンター運営委員会を中心に「安

佐南区社協地域福祉推進第７次３か年計画」の策定を行います。 

 

・総務委員会                  随 時 

・地域福祉部会委員会              随 時 

   ・ボランティアセンター運営委員会         年２回 

   ・生活福祉資金調査委員会            随 時 

 

(3) 自主財源の確保 

   会員会費・賛助会費・寄付金等の自主財源の醸成、確保に努めます。 

 

 

２．学（地）区社協活動の推進支援 

福祉のまちづくりを推進する学(地)区社協の取り組みや担い手養成等の

支援を行います。 

 

 (1) 会議・研修会等の開催 

   学(地)区社協における新・福祉のまちづくり総合推進事業や各種福祉

活動、拠点整備等が円滑に推進されるよう、研修会、情報交換会等を開

催し、支援を行います。 

 

     ・学(地)区社協会長・事務局・地域福祉推進委員会議の開催 年１回 

     ・地域福祉推進委員連絡会議の開催             年３回 

       ・先進地視察研修会の開催                年１回 

・学(地)区社協役員等テーマ別会議、研修会の開催     随 時 

  

 



 

  (2) 福祉のまちづくりの推進支援 

    学（地）区社協における新・福祉のまちづくり総合推進事業や各種

福祉活動、拠点整備等が円滑に推進されるよう、個別に相談、情報提

供等の支援を行います。 

 

① 学（地）区社協の拠点整備の支援 

学（地）区社協の拠点整備について、相談、情報提供等の支援を行 

います。 

・事務作業を行う機能 

・心配ごとや困りごと等の相談を受ける相談所としての機能 

・ボランティアの相談受付や、登録、派遣を行う相談・調整の機能 

・車椅子の短期の貸し出しを行う車椅子ステーションの機能 

 

  ② 新・福祉のまちづくり総合推進事業の推進支援 

学（地）区社協における新・福祉のまちづくり総合推進事業が円滑

に推進されるよう、相談、情報提供等の支援を行います。また、先進

的な取り組みの共有化、既存の課題の整理、解決に向けた取り組みと

学(地)区社協の担い手養成の働きかけを行います。 

 

・ふれあい・いきいきサロンの推進 

地域に多様なサロンを設置し、高齢者、障がい者、児童等が気軽 

に立ち寄り、顔なじみの関係をつくっていく場づくりを支援しま 

す。 

       また、介護予防・日常生活支援総合事業の地域高齢者交流サロ 

ンや介護予防拠点を積極的に活用し、ふれあい・いきいきサロン 

の拡がりを進める学区社協を支援します。 

 

   ・近隣ミニネットワークづくりの推進 

      ふれあい・いきいきサロン等を通してできた顔なじみの関係を 

含め、多様な方法で気がかりな人を見守る地域づくりを支援しま 

す。 

特に、高齢者人口の増加が進む中、高齢者地域支え合い事業に 

よる見守り活動をネットワークづくりの一つとしてとらえ、その 

取り組みに協力します。 

 

・地区ボランティアバンクの推進 

  住民にとって身近な学（地）区社協で、ボランティアの相談や 

調整ができるよう支援します。 

       また、介護予防・日常生活支援総合事業の住民主体型生活支援 

訪問サービス事業を活用し、ボランティアバンクの取り組みの拡 

がりを進める学区社協を支援します。 

 

・担い手（活動者）養成講座の開催           随 時 

 



 

③ 福祉のまちづくりプランの策定支援 

      区内全地区の策定完了を目指し、継続地区及び２次プラン策定も

含めて相談、情報提供等の支援を行います。 

 

   ④ 介護予防・日常生活支援総合事業の実施 

         生活支援コーディネーターを中心に、地域課題や社会資源の把握 

          に努め、介護予防・日常生活支援総合事業や生活支援体制整備事業  

          等を活用して、地域の新たな取り組みづくり等を支援します。  

         また、地域住民が感じる個別の課題を地域の課題として捉え、誰 

          がどのように対応するか、また対応策がないのであればどのような 

          資源があれば良いのかを協議し、社会資源の開発を行っていく「第 

     １層安佐南区協議体」を開催します。 

 

          ⑤ 学（地）区社協と施設との協働による福祉のまちづくりの推進支援 

   学（地）区社協が社会福祉施設のもつ拠点性や専門性とつながり、 

  小地域における福祉活動の推進が図れるよう支援を行います。 

 

 (3) 助成金の交付 

    学（地）区社協としての新・福祉のまちづくり総合推進事業や、各種

福祉活動、拠点整備等について助成金を交付します。 

 

① 広島市補助金 

      ・学（地）区社協助成金（運営費）      ６０，０００円 

      

      ② 共同募金助成金 

      ・学(地)区社協助成金（実績割） 学(地)区平均１５０，０００円 

      ・新・福祉のまちづくり総合推進事業     １５０，０００円 

 

    ③ 市社協補助金 

      ・福祉のまちづくりプラン策定事業  

                               指定地区   ４０，０００円（２年間のみ） 

・学(地)区社協活動拠点整備事業 

                    週１～２回開設等     １５，０００円 

                    週３～４回開設等     ３０，０００円 

                    週５回以上開設等     ５０，０００円 

・地区社協活動拠点づくり応援助成事業 

                    新設拠点  上限額    １，０００，０００円 

                    既存拠点の整備 上限額 ２００，０００円 

 

       ④ 区社協補助金【自主事業】 

          ・学(地)区社協事務所ボランティアバンク新規開設等支援助成金 

                                １００，０００円 

 

          ・学(地)区社協広報紙の発行助成 



 

年１回発行         ４０，０００円 

年２回以上発行       ６０，０００円 

           ・学(地)区コミュニティカレンダーの発行助成   ３０，０００円 

     ・学(地)区社協ブロック連絡会推進事業      １５，０００円 

     ・学(地)区社協取り組み活性化助成    上限額 ５０，０００円 

 

 

       ３．共同募金活動の推進 

         社会福祉法に定められている共同募金の理念である地域福祉推進のため、          

        広島市共同募金委員会、安佐南区内地区委員会と連携し、赤い羽根共同募金 

        活動の推進を図ります。 

         また、地域の住民団体等が、地域のさまざまな課題を解決する地域活動支 

        援プロジェクト等のテーマ募金活動の推進に協力します。 

 

 

            4．広報・啓発活動の推進 

 

 (1) 広報活動の推進 

    区社協事業や学(地)区社協活動の紹介、ボランティアまつり、ボラ    

ンティア養成講座の案内等の情報提供を行い、区民の地域の福祉活動や

ボランティア活動への関心を高め、参加の促進を図ります。 

 

    ・区社協広報紙「社協あさみなみ」の発行   年２回､全戸配布 

    ・「区ボランティアセンター通信」の発行    年２回､全戸配布 

    ・「ボランティアバスケット」の発行           随 時 

  

  (2) 社会福祉大会の開催 

     永年にわたる地域福祉功労者への表彰を行うとともに、学(地)区社協    

の地域福祉活動推進のため記念講演を開催します。 

   

   ・「安佐南区社会福祉大会」の開催      

 

 

5. 児童福祉事業 

 

   (1) 子の育ちに関する支援事業の推進（地域の居場所事業） 

        ① 乳幼児を子育て中のお母さんたちの仲間づくりの場となる「地域

の育児サークル活動」の支援を行います。 

 

・「育児サークル」活動の支援 

・子育て・サークル応援グループ「ＭａＭａぽっけ」活動の支援 

・子育て支援講座の開催 

公民館、大学、施設（社会福祉法人等）と連携し、より参加し



 

やすい小地域で開催します。 

② 地域で行われている子ども食堂の取り組みの支援を行います。 

 

 (２) ちびっこ広場事業の推進 

         民間の遊休地を利用した「ちびっこ広場」の保全を図ります。 

 

     ・「ちびっこ広場」運営委員会連絡会の開催      年１回 

     ・遊具等の安全点検の実施      年 2 回（1 回は業者実施） 

     ・運営委員会への助成金の交付   １運営委員会 ５，０００円 

 

 

6. 高齢者福祉事業 

 

 (1)  在宅介護者への支援（地域の居場所事業） 

    要介護高齢者の介護者が集まり、介護についての情報交換や悩みなど

を共有し、レクリエーション等を行う当事者グループ「ひまわり会」の

支援を行います。 

     

    ・在宅介護者の集い「ひまわり会」の開催支援 

     

 (2)  車いすの貸出し 

    原則、介護保険制度対象外の区民に短期間（最大６か月）の貸出しを

行います。 

 

 (3) 関係機関、団体とのネットワークの推進 

 地域福祉の推進のため、行政及び福祉施設、福祉団体等との連携強化

を図り、福祉のネットワークづくりの推進に努めます。 

・安佐南区高齢者虐待防止ネットワーク委員会への参加 

・（新）安佐南区はいかい高齢者等 SOS ネットワークへの参加 

・安佐南区ケアプラン作成機関連絡会への参加 

・安佐南区地域包括支援センター連絡会への参加 

・安佐南区内社会福祉法人等との連絡調整会議の開催 

・（新）第１層安佐南区協議体の開催（再掲） 

 

 

７．障害児者福祉事業 

 

 (1) 広島市障害者（児）社会参加支援ガイドヘルパー派遣事業  

     広島市から広島市障害者（児）社会参加支援ガイドヘルパー派遣事

業を受託し、障がい児者の社会参加の支援をしつつ、適正なサービス

利用の実現に努めます。 

・視覚、車いす、知的、精神障がい児者へのガイドヘルパーの派遣 

・ガイドヘルパー研修会への参加 



 

(2) 福祉車両「うさぎ号」による外出支援等 

    日常的に車いすを利用している障がい者や高齢者の社会参加による

生活圏の拡大とバリアフリーのやさしいまちづくりの推進を図るため、

福祉車輌の貸出しを行うとともに、必要に応じてボランティアによる

支援を行います。 

 

(3) 精神障がい者の交流の場「キラキラ広場」の開催（地域の居場所事業） 

    心に病のある人が、ゆったりとした気分で集うことのできる憩いの 

場である「キラキラ広場」を、ボランティア等の協力を得て開催します。 

 

      ・精神障がい者の交流の場「キラキラ広場」の開催支援 

 

 (4) 中途障がい者の会「まあいい会」への支援（地域の居場所事業） 

    脳血管疾患等で中途障がいになった人の自主リハビリ訓練グループ

である「まあいい会」を、ボランティア等の協力を得て開催します。 

       

      ・中途障がい者の会「まあいい会」の開催支援 

 

(5) 障がい児者の行き場づくり・仲間づくりへの支援 

障がい児者の行き場づくりや交流の場づくり、仲間づくりを行う団体

が行う「音楽交流会」の開催の支援を行います。 

また、障がい児者グループへの支援のあり方について、関係団体等と

検討します。 

 

      ・「音楽交流会」の開催支援 

 

(6) 関係機関、団体とのネットワークの推進 

      ・広島市自立支援協議会安佐南区地域部会全体会への参加 

     ・広島市自立支援協議会安佐南区身体障害者部会への参加 

  

      

８．ひとり親福祉事業 

    区民児協と共催で、ひとり親世帯の交流会「ふれあいサンデー」の開催 

  を支援します。 

    また、区母子会の活動推進に協力します。 

 

 

９．ボランティア活動の推進 

 

(1) ボランティアセンター運営事業 

      区ボランティアセンターを拠点としてボランティア活動に関する相    

談受付・調整、情報発信を行うとともに、「ボランティアまつり」や「各

種ボランティア養成講座」を開催し、区民のボランティア活動への参加

促進を図ります。また、現在活動中のボランティアグループ、地域、団



 

体に対して支援を行います。 

      災害ボランティアセンターの経験を引き継ぐ取り組みを地域団体、

ボランティアグループ、行政機関等と連携して行います。 

 

① 区ボランティアセンターの運営 

   区民のボランティア活動への関心を高め、参加を促進するために、  

コーディネーターが相談受付や情報提供を行うとともに、現在活動中

のボランティアグループが安心して活動ができるように、ボランティ

アセンターの機材整備やボランティア活動保険等の受付を行います。 

 

      ・ボランティアコーディネーターの設置 

         ・ボランティア相談の受付・調整 

・ボランティア活動保険等の受付 

・区ボランティアセンターの機材整備 

・区ボランティアセンターの福祉図書、冊子の整備 

      ・区ボランティアセンター運営委員会の開催（再掲） 

 

② ボランティア養成講座の開催 

   ボランティア活動への参加のきっかけづくりや、地域のニーズに 

基づいたボランティア養成、地域で活動する担い手を養成するための

講座を開催します。 

 

・各種ボランティア講座の開催 

 ・担い手（活動者）養成講座の開催（再掲） 

 

③ ボランティアまつりの開催 

      区ボランティアセンターの周知やボランティアグループや学（地）

区社協の活動紹介、福祉体験やふれあいを通じて相互理解を促進し、

新たな担い手を発掘することを目的に「ボランティアまつり」を開

催します。 

 

      ・「第１０回安佐南区ボランティアまつり」の開催 

  

④ 広報、啓発活動の推進 

   ボランティアまつり、ボランティア養成講座等の案内や、市・区  

のボランティア活動の紹介等の情報提供を行い、ボランティア活動の

啓発と、参加促進を図ります。 

 

      ・「ボランティアセンター通信」の発行（再掲） 

・ボランティア情報紙「ボランティアバスケット」の発行（再掲） 

 

    ⑤ 地区ボランティアバンクとの連携 

                区ボランティアセンターと学（地）区ボランティアバンクの連携

を密にし、ボランティアによる支援活動の推進を図ります。 



 

 

      ⑥ ボランティア連絡会への支援 

         区ボランティアセンター登録グループで自主的に組織している

「ボランティア連絡会」への支援を行います。 

・役員会、定例会開催支援 

・研修会、交流会の開催支援 

       

     ⑦ 研修会への参加 

      ・全国福祉教育推進セミナーへの参加 

      ・社協ボランティア・市民活動センター職員研修セミナーへの 

       参加 

      ・全国ボランティアコーディネーター研究集会への参加 

      ・災害ボランティアセンター運営支援者研修会への参加 

 

 (2)  福祉教育推進事業の推進 

     学校、地域、企業等における福祉体験学習としての「やさしさ発見プロ

グラム事業」の推進を図り、ボランティア活動実践者や当事者等を講師と

して派遣するとともに、車いす等の機材の貸出し等支援を行います。 

地域、学校、施設（社会福祉法人等）と連携し、将来を担う子供たち・

生徒への体験の場づくりを推進します。 

・総合的な学習の時間等のカリキュラムづくり支援や講師の紹介 

・福祉体験機材の貸出し・調整 

 

(3)  ヤングボランティア育成の推進 

    高校生・大学生等の青少年を対象に、ボランティア活動の体験の場とし

て、施設等と連携し「ボランティアフィールド in あさみなみ」を開催し

ます。 

    ・「ボランティアフィールド in あさみなみ」の開催 

 

 

１０．相談支援事業 

 

(1)  相談所の運営 

     専門の相談所を開設し、関係機関との連携強化をすることにより、区民

の困りごと、心配ごとの相談やその対応に努めます。 

 

 

相談事業名 開設日時 場所 相談員 

弁護士相談 
毎月第 3 水曜日 

13 時～15 時 

安佐南区総合福祉 

センター 
弁護士 

健康相談 

第２・４水曜日 

13 時～15 時 

祇園福祉センター 
安佐南在宅看護

職の会会員 
第１・３月曜日 佐東老人いこいの家 



 

10時30分～12時 

子育てサー 

クル相談 

毎月１回 

10 時～1４時 

安佐南区総合福祉 

センター 

子育て・サークル

応援グループ 

※ 電話、来所相談 

 

 (2)  在宅訪問相談援助事業の推進 

      弁護士や司法書士等、専門家が訪問し相談に応じます。 

 

 (3)  自立支援総合相談援助事業の推進 

      トータルコーディネーター（総合相談員）による「自立支援総合相談   

援助事業」を実施し、「日常的相談」の対応から「福祉サービス利用援

助事業」による支援までを一貫して迅速にできるよう、体制整備を図り

ます。 

・トータルコーディネーター（総合相談員）の設置 

 

 (4)  福祉サービス利用援助事業「かけはし」への協力 

      認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力が低下して

いる人を対象に、生活支援員等が金銭管理や福祉サービスの利用援助等

の日常生活支援を行います。 

・生活支援員連絡会議開催への協力 

・生活支援員研修会への参加 

・北部サブセンター(仮称)への協力 

・生活支援員等の養成研修への協力 
 

 (5)  緊急一時食品提供事業への協力 

     市社協が実施する「緊急一時食品提供事業」へ協力し、生活困窮者へ

の自立支援を行います。 

    

 (6)  安佐南区くらしサポートセンターへの協力 

生活困窮者自立支援を行う「安佐南区くらしサポートセンター」へ協

力し、生活困窮者への自立支援を行います。 

 

 

１１. 各種資金貸付事業 

     低所得者・高齢者・身体障がい者世帯等に対し、民生委員の協力を得

て資金の貸付を行い、経済的自立及び生活の自立支援を図り、孤立化の

防止に努めます。 

 

(1) 生活福祉資金の貸付 

      ・生活福祉資金の貸付 

（総合支援資金、教育支援資金、福祉資金、不動産担保型生活資金） 

    ・生活福祉資金調査委員会の開催（再掲） 

 

(2) 生活一時・ひとり親家庭等緊急資金の貸付 



 

     ・生活一時資金の貸付 

     ・ひとり親家庭等緊急援護資金の貸付 

 

 

１２. 福祉施設の管理・運営 

     指定管理施設の安佐南区地域福祉センターと佐東老人いこいの家が、地

域の福祉活動の拠点として有効に利用されるよう、管理・運営に努めま

す。 

    ・安佐南区地域福祉センターの管理・運営 

    ・佐東老人いこいの家の管理・運営 

 

 

１３. その他の事業 

・表彰 

・各種財団助成 

・会費及び賛助会費の授受 

・寄付金及び、寄付物品の授受 

・実習生の受入れ 
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